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Ⅰ はじめに 

 

 平成２７年度の予算編成につきましては、本市の抱える諸課題を重点的かつ

計画的に解決するため、「後期基本計画」の「めざすまちの姿」で示す 6 つの取

り組みを着実に実施することを基本としつつ、市民の幸せと、子供たちの豊か

な未来のため、『市民が暮らしやすく、魅力を感じられる都市』を目指していく

ための予算配分を行いました。 

 

 

Ⅱ 予算案の全体像 

【平成２７年度当初予算】 

 平成２７年度の一般会計の予算規模は、２，０１１億１，０００万円で、前

年度に比べて１０３億５，０００万円、率にして５．４％の増となりました。 

７年連続の増額予算であり、過去最大の予算額です。 

 平成２７年度から実施する、小・中・特別支援学校給食の公会計化による歳

入歳出の増（２９億３，６６３万円）という特殊要因を除いても、３．９％の

増と高い伸びを示しています。 

 

予算規模 

一般会計 ２，０１１億１，０００万円（前年度比 １０３億５，０００万円  ５．４％） 

特別会計 １，４３７億８，７００万円（前年度比 １３２億４，１００万円 １０．１％） 

企業会計   １８１億４．８００万円（前年度比   ６億１，７００万円  ３．５％） 

合  計  ３，６３０億４，５００万円（前年度比 ２４２億  ８００万円  ７．１％） 

 

 一般会計のうち、歳入面では、固定資産税の評価替えや法人市民税の一部国

税化による影響があったものの、景気の回復傾向を受けて、個人市民税や法人

市民税の増収により、市税収入を、平成２６年度予算の９５５億３，５７０万

円と比較して、０．５％増の９５９億８，２１０万円を見込みました。市税収

入としては、過去最大となります。 
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 一方で、市税収入の増等を受けて、普通交付税は、平成２６年度予算の４５

億円と比較して、２０％減の３６億円を計上しました。 

 

主な一般財源                              （単位：千円、％） 

区   分 ２７年度 ２６年度 増 減 伸び率 

市   税 95,982,100 95,535,700 446,400 0.5 

地方消費税交付金 9,287,600 5,949,000 3,338,600 56.1 

普通交付税 3,600,000 4,500,000 △ 900,000 △20.0 

臨時財政対策債 5,070,000 5,900,000  △ 830,000 △14.1 

財源調整基金繰入金 7,500,000 7,270,000 230,000 3.2 

 

 また、市債の発行額については、北部清掃工場の建て替えのほか、積極的に

公共施設の長寿命化や都市基盤の整備を行うことから、２１４億４，８４０万

円（臨時財政対策債を含む。）となっています。これは、平成２６年度予算にお

ける発行額と比較して５億７，９３０万円の増額となります。臨時財政対策債

を除く建設事業に係る市債は、９．４％増と高い伸びを示しています。 

 

市債（一般会計）                           （単位：千円、％） 

区   分 ２７年度 ２６年度 増 減 伸び率 

建設事業債 16,378,400 14,969,100 1,409,300 9.4 

臨時財政対策債 5,070,000 5,900,000 △830,000  △14.1 

    計 21,448,400 20,869,100 579,300 2.8 

※臨時財政対策債とは、地方交付税として必要なお金が不足するため、国と地方が折半して負担 

するというルールに基づき発行する市債です。なお、市債の返還に係る元金と利子については、 

将来の地方交付税に加算されることになっています。 

 

歳出面では、道路や歩道、河川などの都市基盤整備や、公共施設の長寿命化、

北部清掃工場の建て替えなどに積極的に取り組むことにより、投資的経費が、

対前年度比１６．４％増となっています。また、子育て、高齢者福祉、保健な

どの経費である扶助費についても、保育所運営費や、障害福祉費に係る訓練等

給付費などの増により、対前年度比３．９％増となっています。 
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【平成２６年度補正予算】 

当初予算と合わせて、国の緊急経済対策のひとつである「地域住民生活等緊

急支援のための交付金」を財源とする１０億３，２６０万４千円を平成２７年

３月補正（平成２６年度補正予算）に計上し、地域消費喚起など様々な施策を

行います。 

 

《地域消費喚起・生活支援型》 ： ８億６，６３２万４千円 

→ 子育て世帯臨時応援事業、商業活性化事業費補助事業 

《地方創生先行型》      ： １億６，６２８万円 

→ まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業、公衆無線ＬＡＮ整備事業、農

産物ブランド推進事業、産品ブランド推進事業、商業振興推進事業ほか 

 

なお、この補正予算は、全額を平成２７年度に繰り越しいたします。 

 

平成２７年度は当初予算と平成２６年度補正予算とを一体的に執行すること

で、本市の目標である「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」の実現を

図ってまいります。 
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Ⅲ 主要事業の概要 

 

（１）「めざすまちの姿」とは 

本市を取り巻く課題や市民のニーズを踏まえ、分野別計画に横断的な横串 

 をさすように、特に重要なまちづくりのテーマを設定して、優先的・重点的 

 に取り組むべき施策を抽出したものが「めざすまちの姿」です。 

 

（２）予算案における主要事業 

  次頁以降に、主要事業（平成２７年度当初予算及び平成２６年度補正予算）

を６つの「めざすまちの姿」ごとに示します。 
 

 

※予算額は、千円未満を切り上げて記載しています。 

※右端の数字は、「予算参考資料」の頁を表わしています。 

※〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。 

※ここで紹介する事業には、複数の事業の組み合わせや、事業の一部で構成され 

ているものもあるため、予算額や事業名が「予算参考資料」とは必ずしも一致 

しません。 
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 ①   非常時への備えのあるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

●非常用備蓄品・防災用井戸を整備 

（８２，２３８千円）２７頁 

 小・中学校等宿泊可能避難所及び公民館等福祉避難所に必要な食料品・飲料

水等を拡充・更新します。なお、行田の（仮称）防災備蓄センターについては、

平成２７年４月から備蓄品及び救援物資の集積と搬送の拠点として運用を開始

します。 

また、災害時の飲料水を確保するための防災用井戸について、新たに湊町地

区に設置します。                      【危機管理課】 

 

○女性の視点を活かした防災対策 

（９，６８９千円）交付金補正対応 

防災用備蓄について、これまでの０歳児用粉ミルク、１～２歳児用離乳食の

備蓄に加え、平成２６年度に設置した防災女性モニターの意見を踏まえ、新た

に１～２歳児用の粉ミルク及び０歳児用の離乳食を整備するなど、子供とその

母親のための備蓄品の充実を図ります。また、子育て世帯に向けた防災ハンド

ブックを発行します。                    【危機管理課】 

 

○津波避難誘導看板の設置 

（７，２５０千円）２７頁 

 現在策定中の津波避難計画の実効性をより高めるため、津波避難誘導看板を

設置します。なお、平成２７年度は避難の際の効果が見込まれる主要地点に先

行して設置するとともに、避難誘導表示の整備計画を策定します。 

   【危機管理課】 

 

○鉄道施設の耐震対策 

（２０，７４６千円）８５頁 

 今後、発生が予想されている大規模地震による被害の未然防止や拡大防止を

図るため、北総線及び東葉高速線の耐震化事業に対し、費用の一部を助成しま

す。                            【都市計画課】 
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※フラップゲート：河川等からの逆流を防止する目的として、河川やそこに接続さ

れている排水管に設置する逆流防止弁のこと。 

 

 

 ①   非常時への備えのあるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

●雨水流出の抑制 

（７１，５００千円）８７頁 

 都市化の進展に伴う雨水流出の増加に対応するため、高根台中学校のグラウ

ンドに雨水貯留浸透施設を整備します。また、飯山満川流域の町会・自治会館

に雨水浸透ますを設置するとともに、中野木川や飯山満川などにフラップゲー

ト（※）を設置します。           【下水道河川管理課・河川整備課】 

 

○古和釜町・松が丘地区に消防署所・消防訓練場を整備 

（２２８，９５２千円）９７頁 

消防力の充実・強化を図るため、古和釜町・松が丘地区に新たに消防署所及

び複雑多様化する各種災害の発生に備え、消防職員の災害対応能力の向上を図

るため、消防訓練場を建設するための用地を取得し、基本・実施設計を行いま

す。                           【消防局総務課】 

 

○高所カメラ設置に向けた調査 

（８００千円）９７頁 

 火災や大規模災害時における状況の迅速な確認、部隊の円滑な運用に資する

高所カメラの設置調査を行います。設置調査では、市内全体を把握するために、

適切なカメラの設置場所、必要な台数等を調査します。    【消防局総務課】 

 

△小・中学校及び特別支援学校の耐震化を完了 

（４７８，４８７千円）１０３頁 

耐震診断の結果に基づき、校舎の耐震補強工事及び前原中学校の改築工事を

実施し、平成２７年度に全ての校舎等の耐震化完了を目指します。  【施設課】 

 

○公民館の窓ガラスに飛散防止フィルムを貼付 

（１２，７００千円）１０９頁 

 避難時の二次災害を防ぐため、福祉避難所となる公民館の窓ガラス等に飛散

防止フィルムを２か年で貼付します。             【社会教育課】 
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 ②   安心して暮らせるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

【地域包括ケアシステムの推進】 

  

●地域の支え合い体制の強化      （１００，２６５千円）３３頁 

  地区社会福祉協議会が実施するミニデイサービスや広報事業をはじめ、活

動拠点の整備などの活動を積極的に支援することで、地域での支え合い体制

の確立を目指します。                  【地域福祉課】 

△ふなばしシルバーリハビリ体操の推進   （２，２０２千円）５９頁 

健康寿命の延伸等を目的として、体操指導士養成講習を開催し、地域で開

催される体操教室等において、体操を指導・普及する人材を養成します。 

                    【健康政策課】 

○在宅医療支援拠点の設置        （２１，５０４千円）５９頁 

   平成２７年１０月にオープンする（仮称）保健福祉センター内に支援拠

点を設置し、医療と介護の連携強化、的確な在宅療養サービスの提供に資

する情報発信及び市民や専門職からの相談業務等を行います。【健康政策課】 

●看護師の確保対策           （７６，３２０千円）５７頁 

  将来、市内の医療機関等に勤務しようとする方に対する修学資金の貸付制

度について、准看護師にも貸し付けを開始するなど、貸付対象者及び返還免

除対象者の拡大を図ります。               【健康政策課】

△公園を活用した健康づくり     （９，４７１千円）５９・９３頁 

   運動が習慣づけられるよう、身近な公園等（長津川調節池、薬円台公園

など）を活用した市民の自主的な健康づくりを推進します。 

  【健康増進課・公園緑地課】 

●バス停留所へ上屋やベンチの設置 （７５，１００千円）８３・８９頁 

高齢者等に対するバスの利便性を高め、公共交通機関としてのバス利用を

促進するため、整備候補箇所や優先順位を定めた計画に基づき、バス停留所

へ上屋やベンチを設置します。また、上屋やベンチを設置する事業者に対し、

整備費を助成します。             【道路建設課・都市計画課】 

○高齢者居住安定確保計画の策定等     （６，６２６千円）９５頁 

   住み慣れた自宅や地域で暮らし続けたいという高齢者の意思が尊重され、

実現できるようにするため、高齢者居住安定確保計画を策定します。また、

有識者を講師に招き高齢者の住まいに関する講演会を開催します。 

 【住宅政策課】 
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 ②   安心して暮らせるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△(仮称)保健福祉センター建設事業 

（２，９５２，８０５千円）４１・４９・６１・６３頁 

保健・医療・福祉サービスの拠点として、保健所機能のほか、保健センター、

夜間休日急病診療所等の機能を有する（仮称）保健福祉センターを平成２７年

１０月にオープンします。                【健康政策課ほか】 

 

△船橋市立医療センターの建て替えへの検討 

（８，２５１千円）５７頁 

昭和５８年に開院した船橋市立医療センターの老朽化等に伴う建て替えに向

けた調査・検討等を、平成２６年度に引き続き行います。    【健康政策課】 

 

○一般不妊治療費の助成を開始 

（２４，０７４千円）５９頁 

不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、男性不妊を含む一般不妊治療等の

費用を助成し、早期に受診、治療に繋げることにより、安心・安全な妊娠・出

産への体制を整えます。                   【健康増進課】 

 

●障害児（者）への移動支援事業の利用範囲拡大 

（１５６，８０３千円）３５頁 

屋外での移動が困難な障害児（者）が安心して学校や通所事業所等へ通える

ようにするため、通学や通所にも移動支援事業を利用できるよう制度の拡大を

図ります。                         【障害福祉課】 

 

●障害者グループホームのスプリンクラー整備等に助成 

（３６，８７６千円）３５頁 

 障害者グループホームにスプリンクラーを整備する事業者に対し、整備費の

一部を助成するほか、構造上の問題や賃貸人の同意が得られず設置が不可能で、

移転を余儀なくされる事業者に対し、移転に伴う改修費の一部を助成します。 

 【障害福祉課】 
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※ゾーン３０： 生活道路における歩行者等の安全な通行を確保することを目的とし

て、区域（ゾーン）を定めて時速３０キロの速度規制を実施するとともに、その

他の安全対策を必要に応じて組み合わせる生活道路対策のこと。 

 ②   安心して暮らせるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

●道路にＬＥＤ照明灯を増設 

（４０，８６０千円）８３頁 

こども未来会議室での提案を受け、歩行者の安全確保や犯罪のない明るいま

ちづくりを推進するため、暗くて危険な道路を中心に、ＬＥＤ照明灯を増設し

ます。                           【道路管理課】 

 

△人にやさしい歩道づくり 

（３６３，４５０千円）８３頁 

歩行者の安全を確保するため、歩道の設置を行い、歩行者と車の分離を図り

ます。また、誰もが暮らしやすいまちにするため、歩道の段差や急な勾配を解

消し、バリアフリー化を図ります。              【道路建設課】 

 

△歩道環境等の整備 

（３１７，７００千円）８３頁 

歩行者が安全に歩ける空間や緊急時における避難路を確保するため、路肩部

の段差解消や踏切道の拡幅を行います。また、自転車利用者が安全で快適に利

用できるよう、自転車走行空間を整備します。         【道路建設課】 

 

△コミュニティ道路等の整備 

（８６，０００千円）８３頁 

地域や警察と連携して、ゾーン３０（※）の整備を進めることで、交通事故

を減少させます。また、歩行者が安全に歩ける空間や緊急時における避難路を

確保するため、市道５９－０６１号線（坪井東５）などをコミュニティ道路と

して整備します。                      【道路建設課】 
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※ＤＢＯ（Design Build Operate）：公共が資金調達を行い、設計・建設・運営 

を一括して民間に発注する方式のこと。 

 ③   未来へつなぐ恵み豊かな環境のまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△ふなばし三番瀬海浜公園のリニューアル 

（３，８００千円）９３頁 

 温水プール棟及び屋外プール跡地について、平成２４年度に策定した基本構

想に基づき、三番瀬の魅力を十分に活かした自然体験・環境学習の場として整

備し、平成２９年度のオープンを目指します。    【政策企画課・公園緑地課】 

 

【ＬＥＤ化の促進】 

  

△町会・自治会の防犯灯、商店会の街路灯のＬＥＤ化の促進 

（１６３，１４３千円）２９・７５頁 

町会・自治会や商店会が設置している防犯灯及び街路灯について、消費電

力の小さいＬＥＤ照明灯への切り替えを促進します。【自治振興課・商工振興課】

△市役所本庁舎の照明をＬＥＤ化     （４６３，１３７千円）２５頁 

本庁舎全体の照明のＬＥＤ化を昨年に引き続き実施します。これにより、

照明に係る年間消費電力量を約２７％削減する効果が見込まれます。 

 【管財課】 

 

△北部清掃工場・南部清掃工場の建て替え 

（５，１２５，９６０千円）６７頁 

 北部清掃工場は、平成２５年度からＤＢＯ（※）方式での建て替え工事を進

めており、余熱利用施設と併せて、平成２９年度の稼働を目指します。 

また、南部清掃工場は、北部清掃工場と同様にＤＢＯ方式での建て替え事業

を進めており、平成２７年度中に事業者を選定し、平成３２年度の稼働を目指

します。                        【クリーン推進課】 
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※バイオマス：バイオマスは、英語の bio（生物資源）mass（量）を表す。 

発電の燃料となるバイオマスには様々な種類があり、木質資源、下水汚泥、家畜

糞尿、食物残さ等の動植物から生まれた再生可能な有機性資源を言う。  

 

 ③   未来へつなぐ恵み豊かな環境のまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△生物多様性地域戦略の策定 

（５，７８５千円）６５頁 

都市化や地球温暖化、外来生物等により市内の自然環境が変わっていく中、

平成２５年度からの自然環境調査の結果を踏まえ、生物多様性の保全と持続可

能な利用に関する事項を定める生物多様性地域戦略を平成２７年度からの２か

年で策定します。                      【環境保全課】 

 

【再生可能エネルギーの促進】 

 

●太陽熱利用システム導入への助成    （３９，０２４千円）６５頁 

温室効果ガスの削減を図るため、既存の新エネルギー・省エネルギー設備

導入への助成に加え、新たに住宅用の太陽熱利用システム導入に対し、費用

の一部を助成します。                  【環境保全課】 

○バイオマスエネルギーの活用検討    （１４，０５８千円）６５頁 

平成２６年度に策定する再生可能エネルギー等導入方針で重点的なテー

マとなっているバイオマス（※）を由来とした再生可能エネルギーの活用に

ついて、西浦下水処理場や西浦処理場等を対象に、バイオマスエネルギーを

得るための具体的な設備導入及び既存設備の更新のあり方等について検討

します。                        【環境保全課】 

○市役所本庁舎屋上に太陽光発電システムの設置 

（４，９００千円）２５頁 

太陽光発電システムの設置にあたり、平成２７年度には実施設計を行い、

平成２８年度の設置に向けた準備を実施します。自家消費型４０ｋＷの発電

装置を想定しています。                   【管財課】 
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 ③   未来へつなぐ恵み豊かな環境のまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△馬込霊園の整備 

（１９０，９６１千円）６３頁 

 第５次整備事業に先立ち、周辺の交通渋滞緩和のため、平成２７年度はアク

セス道路の用地取得と予備設計等を行い、平成３１年度のアクセス道路及び合

葬式墓地等の供用開始を目指します。             【環境衛生課】 

 

△公園・緑地の整備 

（３８４，２１０千円）９１・９３頁 

都市に潤いを与えるとともに、防災面からも重要な公園・緑地の整備に積極

的に取り組むため、平成２７年度は（仮称）大穴近隣公園の整備に向けた実施

設計のほか、（仮称）若松２丁目公園などの整備を行います。  【公園緑地課】 

 

△ふなばしアンデルセン公園の拡張整備 

（１２６，０００千円）９３頁 

ふなばしアンデルセン公園の拡張整備を推進するため、平成２７年度は地域

交流ゾーンの整備を行い、平成３１年度の拡張予定区域全域の供用開始を目指

します。                          【公園緑地課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふなばしアンデルセン公園の「アイスチューリップ」 
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 ④   笑顔があふれる子育てのまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

【待機児童の解消に向けて】 

 

●認可保育所の定員拡大   （１，４４３，７３２千円）５１・５３頁 

   待機児童の大半を占める１～２歳と、特に待機児童の多い鉄道沿線等を

重点化して、認可保育所整備を進めます。また、新設整備だけでなく、既

存の認可保育所の定員増を推進します。     【保育課・保育施設整備課】 

○認定こども園の推進         （７１２，５１５千円）４３頁 

   認定こども園は、幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、保護者の就労状況

等によらず地域の子供が共に通える施設であることから、保護者の選択肢

が拡大できること、待機児童対策においても重要な役割を担うこと等を踏

まえ、その普及に取り組みます。        【保育課・保育施設整備課】 

●地域型保育の推進          （３９０，７２４千円）４５頁 

   待機児童の大半が１～２歳の子供であることを踏まえ、認可保育所の整

備促進のほか、小規模保育など満３歳未満の子供を対象とする地域型保育

についても推進を図ります。          【保育課・保育施設整備課】 

●認証保育所への助成拡大       （２１２，８４５千円）４３頁 

市が定める一定の基準を満たした認可外保育施設を認証保育所として認

証し、施設や利用者への助成拡大を図るなど、保育環境の維持・向上を図り

ます。                           【保育課】 

○幼稚園における一時預かり保育の推進 （１０５，５１５千円）４５頁 

   幼稚園の在園児の教育時間を超えて行う一時預かりや、在園児以外の子

供の一時預かりに係る経費の一部を助成します。 【保育課・保育施設整備課】 

  ○保育士確保策の充実           （７，２００千円）４５頁 

   保育士の確保策として、市内の保育所等で保育士として勤務をしようと

する方に修学資金の貸し付けを行います。          【保育課】 

 

○私立保育所や幼稚園等にＡＥＤを設置 

（２，７６５千円）交付金補正対応 

 私立保育所や幼稚園、認定こども園にＡＥＤを設置し、子供たちの安全・安

心を高めていきます。                    【健康政策課】 
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 ④   笑顔があふれる子育てのまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

○子育て世帯への商品購入券の交付 

（２９７，６２４千円）交付金補正対応 

 子育て世帯臨時特例給付金の支給世帯約４万８千世帯に、市内の商店等で使

用できる商品購入券を交付することで、子育て世帯の生活を支援し、併せて地

域における消費喚起を図ります。※３千円/人 約７万７千人対象【児童家庭課】 

 

●学習支援事業 

（４７，６９７千円）３３・４７頁 

 生活保護世帯や、ひとり親家庭等に行っていた中学生に対する学習支援を、

母子・父子福祉センターに加え、新たに南老人福祉センターで実施します。ま

た、生活保護世帯に行っていた学習支援につきましては、生活困窮者まで対象

を拡大して実施します。              【地域福祉課・児童家庭課】 

 

○全中学校に図書事務職員を配置 

（２３，７７９千円）９９頁 

 全小学校に配置している図書事務職員を、全中学校にも週５日配置すること

により、学校図書館運営の改善及び向上を図り、児童生徒及び教員の学校図書

館の利用促進を図ります。                  【教育総務課】 

 

●小・中学校の校舎の増築等 

（１，５８４，２４４千円）１０１・１０３・１０５頁 

児童生徒の増加に伴い、法典西小学校及び旭中学校の校舎の増築をはじめ、

船橋中学校等のランチルームの増築を行います。また、法典東小学校の校舎増

築の設計を行うほか、小・中学校のトイレを計画的に改修していくための設計

を行います。                         【施設課】 

 

●スクールカウンセラー配置事業 

（７３，１２６千円）９９頁 

いじめや不登校についての児童及び保護者からの相談など、児童に係る問題

解決のため、スクールカウンセラー（臨床心理士等）を全小学校に配置し、相

談できる体制を作ります。平成２７年度は、各校週１日の配置に加え、年間で

３０日間増やし、支援体制の充実を図ります。           【指導課】 
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 ※ＩＣＴ(Information and Communication Technology)：情報・通信に関する技

術の総称で、従来から使われている「IT（Information Technology）」に代わる

言葉。 

 ④   笑顔があふれる子育てのまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

○小・中学校ＩＣＴ（※）環境整備事業 

（３４，７６５千円）９９・１０１・１０３頁 

 子供たちが情報通信ネットワークなどの情報手段を適切に活用するため、

小・中学校のＩＣＴ環境整備を進めます。小学校においては、デジタル教科書

を全学年に１教科導入します。また、小・中学校のモデル校各１校には、デジ

タル教科書を全教科（小学校１～２年生は２教科、３～６年生は４教科・中学

校は５教科）導入します。なお、小・中学校のモデル校には、全普通教室に電

子黒板を整備するほか、タブレットパソコンを導入します。 

また、ＩＣＴ機器の活用を支援するため、ＩＣＴ支援員を配置します。 

 【総合教育センター】 

 

●中学校２校に特別支援学級を開設 

（２３，２６５千円）９９頁 

 特別支援教育を必要とする生徒に対し、適切な指導及び必要な支援を行うた

め、豊富中学校及び習志野台中学校に知的障害特別支援学級を開設します。 

 【総合教育センター】 

 

○公民館に子供の自習スペースを設置 

（９７７千円）１０７頁 

こども未来会議室からの提案により、夏休み期間中に公民館１０館で、集会

室等を子供たちの自習スペースとして提供します。       【社会教育課】 
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※公衆無線ＬＡＮ：スマートフォンやタブレットパソコンからインターネットに接

続できるサービス。 

※デジタルサイネージ：映像表示装置とデジタル技術を用いた広告媒体。屋内外・

公共施設などに、液晶ディスプレーやプロジェクターを設置して広告や各種案内

を表示するもの。 

 

 ⑤   人が集まる元気なまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△ＪＲ船橋駅南口周辺部及び臨海部の回遊性の創出 

（１１，０００千円）２５頁 

ＪＲ船橋駅南口周辺部及び臨海部における回遊性を創出するため、平成２６

年度に策定する基本構想に基づき、各施策の実現性についての検討を行い、基

本計画を策定します。                    【政策企画課】 

 

△ＪＲ南船橋駅南口市有地の活用に向けた調査 

（２４，５００千円）２５・８１頁 

平成２５年に、千葉県企業庁より譲渡され市有地となったＪＲ南船橋駅南口

用地について、平成２６年度に策定する基本構想に基づき、道路・駅前広場の

予備設計や地質調査を行います。          【政策企画課・道路建設課】 

 

○国家公務員宿舎跡地の活用を検討 

（８，０００千円）２５頁 

平成２３年に財務省が公表した国家公務員宿舎の削減計画で廃止予定とされ

ている本市域内の１６住宅のうち、面積が比較的広く複数の用途で使用するこ

とが可能な船橋行田住宅と二和住宅の２住宅の跡地について、土地活用の可能

性を検討するため、基本構想を策定します。          【政策企画課】 

 

○公衆無線ＬＡＮ（※）等の整備 

（７４，６３３千円）交付金補正対応 

 国内外から訪れる方々に本市の観光情報等を積極的に発信することにより、

まちへの回遊を促し、地域を活性化させるため、ＪＲ船橋駅南口周辺に公衆無

線ＬＡＮ及びデジタルサイネージ（※）を整備します。 

 【情報システム課・商工振興課】 
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 ⑤   人が集まる元気なまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

△商工業戦略プランの策定 

（５，７７６千円）７５頁 

 商工業を中心とする本市産業の将来のイメージと、それを実現していく振興

方策を明らかにする、商工業戦略プランを策定します。     【商工振興課】 

 

△経済ミーティングの開催 

（６７５千円）７７頁 

産業間の垣根を越えて互いに連携を深め、新たな商品やサービスの開発など

を創出するきっかけ作りの場として、１０年後、２０年後の本市を支える農業、

漁業、工業、商業の若手経営者・後継者が意見交換する経済ミーティングを開

催します。                         【商工振興課】 

 

○立地等企業の促進    

（２９５千円）７７頁 

本市の工業振興を図るため、工場等の新規立地、既存工場の設備等への再投

資、及びこれらに付随した雇用拡大に対し、固定資産税（家屋分）の税相当額

等を平成２８年度から助成するための周知啓発を図ります。   【商工振興課】 

 

●プレミアム付商品券の発行 

（５６８，７００千円）交付金補正対応 

 地域経済の活性化を図るため、商工会議所と商店会連合会が連携して２０万

セットを発行する商品券に、プレミアム分として２５％の上乗せ助成を行いま

す。                            【商工振興課】 

 

○創業支援の推進 

（２９１千円）交付金補正対応 

 商工会議所との連携により、女性のための起業講座や創業者の交流会を開催

し、市内で創業を希望する方々を支援します。         【商工振興課】 
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 ⑤   人が集まる元気なまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

○観光振興に向けたモニターツアー等の実施 

（２，９３３千円）交付金補正対応 

 国内外へ本市の魅力を発信するため、市の観光協会や旅行業者の意見を伺い

ながら観光ツアーのコースを作成し、モニターツアーを実施するとともに、観

光ＰＲビデオを作成します。                 【商工振興課】 

 

△船橋産農産物のＰＲ活動を推進 

（３３，８１２千円）交付金補正対応 

 特許庁に地域団体商標登録が認可された「船橋にんじん」と「船橋のなし」

のほか、小松菜、枝豆等の船橋産農産物の知名度向上を図るため、東京ソラマ

チや有楽町駅前広場、札幌ドームでＰＲ活動を行います。また、今後の海外販

路の開拓を目指して、上海でのトップセールスを行います。    【農水産課】 

 

△運動公園プールのリニューアル 

（５６６，６１０千円）９３頁 

建設後４０年余りを経過し施設の老朽化が著しいことから、レクリエーショ

ン機能を持たせた魅力ある施設として整備し、平成２９年度のオープンを目指

します。                          【公園緑地課】 

 

○高瀬下水処理場上部活用事業 

（４３０，４００千円）１１３頁 

高瀬下水処理場の上部を活用し、多くの市民がサッカー等に使用できる運動

広場を整備します。                   【生涯スポーツ課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         「船橋のなし」の登録を生産者の皆様から市長に報告 
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 ⑥   市民に愛され、育まれるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

【船橋の将来を語り合う】 

（７５９千円）２３頁 

△こども未来会議室の開催 

船橋市の現状を子供たちに伝え、まちづくりを意識してもらうため、子供

たちと市長が船橋の将来を語り合うこども未来会議室を昨年に引き続き開

催します。                      【市民の声を聞く課】 

△まちづくり懇談会の開催 

  市民の意見を今後の市政に反映させるとともに、市民の市政参加の推進を

図るため、まちづくり全般について市民団体と市長が直接意見交換を行うま

ちづくり懇談会を昨年に引き続き開催します。      【市民の声を聞く課】 

 

●市の魅力を積極的に発信 

（１４，１９１千円）２３頁 

 ポスティングにより配布されている地域情報誌に広告掲載することで、新聞

未購読世帯等に“船橋の魅力”を届けます。また、旅行雑誌スタイルのフリー

ペーパーや、市を紹介する動画コンテンツを作成するなど、平成２６年に採用

した民間経験のある広報官を中心に、市の魅力を積極的にＰＲしていきます。 

 ※事業費１４，１９１千円のうち８，５８４千円は交付金補正対応 

    【広報課】 

 

●町会・自治会館設置費補助金の拡充 

（７１，６３０千円）２９頁 

 町会・自治会の負担軽減のため、建設費等の補助限度額の算出方法を見直す

とともに、修繕を行った場合の補助限度額を引き上げます。   【自治振興課】 

 

○地域まちづくり活動への助成 

（５００千円）８９頁 

 市民参加による地域まちづくりを推進し、各地域の特徴を活かした地区計画

の検討などのため、地域のまちづくりに取り組む団体に対し、活動に必要な費

用の一部を助成します。                   【都市計画課】 
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 ⑥   市民に愛され、育まれるまち 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

○市民の力を活用した公民館事業 

（５００千円）１０７頁 

生涯学習の振興のため、知識や経験を持つ市民の提案を受け、市民と公民館

が協働して防犯・防災、環境、介護など地域の諸課題に関する講座や集会活動

等を行います。                       【中央公民館】 

 

○文化芸術振興基本方針を策定 

（５，３９７千円）１０７頁 

文化芸術の振興に関する施策を総合的に推進するため、文化芸術振興基本方

針を平成２７年度からの２か年で策定します。           【文化課】 

 

【音楽でまちを包み込む】 

 

△ふなばし音楽フェスティバル     （１５，３１０千円）１０７頁 

   ＪＲ船橋駅周辺の屋内・屋外会場でライブを行う「ふなばしミュージッ

クストリート」をはじめ、「音楽のまち・ふなばし千人の音楽祭」や「地域

ふれあいコンサート」など、多くの市民に音楽を楽しむ機会を提供します。 

【文化課】 

△まちかど音楽ステージ         （１，４５３千円）１０７頁 

   駅前や商店街などにおいて、ストリートミュージシャンや音楽家が演奏

できる場所を市が提供することで、市民の身近な場所に音楽を届け、まち

の活性化と地域に根差した音楽家の支援を行います。      【文化課】 

 

○埋蔵文化財の普及啓発 

（２，２４３千円）１０７頁 

 海老ヶ作貝塚について、これまでの調査結果を踏まえ、（仮称）大穴近隣公園

内における当該遺跡の市文化財への指定に向けた作業等を実施します。また、

他の埋蔵文化財の普及啓発を図るため、遺跡マップの作成や、埋蔵文化財包蔵

地への説明板の設置を行います。                 【文化課】 
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     その他の主要な事業 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

○公共施設等総合管理計画の策定 

（８，０００千円）２５頁 

公共施設等の現況及び将来の見通しを踏まえたうえで、中長期の総合的かつ

計画的な管理に関する基本的な方針を定めることを趣旨とした、公共施設等総

合管理計画を平成２７年度からの２か年で策定します。     【政策企画課】 

 

○まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定 

（１０，０００千円）交付金補正対応 

人口の現状と将来の展望を提示する地方人口ビジョンと、これを踏まえた今

後５年間の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた地方版総合戦略

を策定します。                       【政策企画課】 

 

○総合教育会議の設置 

（予算参考資料に記載なし） 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」の施行

に伴い、教育や文化等の振興に関する総合的な施策について方針等を定める大

綱の策定協議など、教育委員会と、より一層の相互連携を図るため、総合教育

会議を設置します。                                         【行政管理課】 

 

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）事業 

（３，７６９千円）２３・２９頁 

マイナンバー制度を周知するため広報特集号を発行します。 

また、平成２８年１月からは、個人番号カードの希望者への交付が予定され

ています。当該カードを利用した住民票の写し、印鑑登録証明書及び戸籍証明

書のコンビニ交付を早期に開始し、交付場所・時間の拡大及び窓口の混雑緩和

による市民サービスの向上と個人番号カードの普及促進を図ります。 

 【行政管理課・戸籍住民課】 
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補正予算      地域住民生活等緊急支援のための交付金事業 

 

《〇は新規事業、●は制度拡大事業、△は継続事業です。》 

 

【地域消費喚起・生活支援型】 ※【 】内は平成 27 年度当初予算案の概要の記載ページ 

事業名・事業概要 課名 予算額（千円） 

○子育て世帯臨時応援事業  【１４ページ参照】 児童家庭課 297,624  

●商業活性化事業費補助事業 【１７ページ参照】 商工振興課 568,700  

【地方創生先行型】 

○防災推進事業 【５ページ参照】 危機管理課 6,522 

●備蓄品整備事業 【５ページ参照】 危機管理課 5,689 

○救急医療推進事業 【１３ページ参照】 健康政策課 2,765 

○公衆無線ＬＡＮ整備事業 【１６ページ参照】 情報システム課 31,643 

○商業振興推進事業 【１６ページ参照】 商工振興課 42,990 

○創業支援推進事業 【１７ページ参照】 商工振興課 291 

○観光振興事業 【１８ページ参照】 商工振興課 2,933 

△農産物ブランド推進事業 【１８ページ参照】 農水産課 33,812 

●シティセールス推進事業 【１９ページ参照】 広報課 8,584 

○まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業 【２１ページ参照】 政策企画課 10,000 

【予算案概要本編に記載のない事業】 
  

○公共施設管理運営事業 

 公共施設のエレベーター扉にベビーカーマーク等を掲出し、

ベビーカー利用者等が公共施設を利用しやすい環境を作りま

す。 

管財課 353  

△水産物ブランド推進事業 

 船橋産水産物のブランド化や認知度を高めることを目指し、ＰＲ

活動を行います。 

農水産課 3,000  

●産品ブランド推進事業 

 農水畜産物を使用した加工食品、工業製品等の「船橋発」の

産品を朝市・イベント等を通じてＰＲし、船橋産品ブランドの確立

を目指します。 

商工振興課 17,698  

  
 

地域消費喚起・生活支援型 小計  866,324 

地方創生先行型 小計 166,280  

合計 1,032,604  

 


